東国の後・終末期古墳における造墓集団の研究 -横穴式石室の構造分析を中心として- by 青木 弘
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式石室や墳丘の調査成果を示した。 
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たが、対象地域内では古墳と横穴式石室の築造は続けられ、その内容も前代を継承するもの
であることから、土木技術史的には画期とはみなしがたい。 
 土木技術史的に大きな画期は７世紀中葉（第３四半期）にみられる（第４の画期）。この
時期には群馬県では截石切組積石室の宝塔山古墳が、埼玉県内では角閃石安山岩削石積石
室の八幡山古墳が築造される。それぞれの技術的特徴は硬質石材の加工などに認められる。
宝塔山古墳では近隣の山王廃寺塔心礎・根巻石と共通した石材加工をはじめ、漆喰の塗布な
ども含めて、寺院建築技術に代表される新来の要素がみられる。一方、八幡山古墳は角閃石
安山岩削石積石室や凝灰岩削石積石室の構築技術を結集している。それに加えて旧利根川
流域（群馬県域）に分布する大型の角閃石安山岩や輝石安山岩の獲得と運搬、および加工を
行うなど、截石切組積石室を構築した造墓集団との関わりも窺われる。そして漆塗木棺や方
頭大刀などの出土遺物から畿内との関係も強いことが窺われる。このように宝塔山古墳と
八幡山古墳の成立背景と技術的特徴は各々異なるが、同じ時期に両地域を代表し、新来要素
を多分に含む古墳が造られた点を土木技術史上の画期とみなした。 
 その後、７世紀後半における古墳の規模の縮小や工程の省略に伴う労働力の縮減といっ
た従来指摘されてきた点は、あくまで古墳築造上の一側面であり、実際には本論で扱った地
蔵塚古墳のように、前代の技術に続く大型の横穴式石室をもつ古墳の築造も続けられた。 
 やがて８世紀に入り、新たな時代の幕開けとともに古墳の築造は終焉を迎え、古墳の築造
体制は解体された。しかし、古墳の築造技術と造墓集団は断絶することなく、古墳に代わる
新たな大型建造物である寺院の建築技術とその集団に再編成されたと推定される。ただし、
古墳の築造に関わった技術者の寺院建築への関与は想定されるものの、寺院の建築にはこ
れまでにない測量技術や地盤安定技術、装飾技術等々、新たな技術体系と築造体制が必要で
あり、古墳から寺院へ単純な技術や体制の転換はできない。そのため、寺院建築に特化した
新たな管理者や技術者のもと、造墓集団は再編成されたと想定した。 
 古墳時代における古墳の築造（造墓）は、権力の象徴といった被葬者に関わる意義以外に、
土木技術や石工技術といった各種技術の発展、造墓に伴う築造体制や造墓集団の形成とい
う集団編成の進展といった土木技術史上の意義を見出すことができる。もちろん古墳時代
の開始当初から大型前方後円墳を中心とした古墳の築造が進められ、その背景にも築造体
制や造墓集団の存在が推定される。ただし、前・中期古墳と後・終末期古墳が異なる点は、
群集墳における数々の小規模な古墳においても横穴式石室が造られる点である。横穴式石
室の構築には、それに特化した造墓集団が必要で、そのような築造体制や造墓集団が、大型
古墳に限らず群集墳内の小規模な古墳にまで広がった点が、古墳時代後期以降の造墓にお
ける歴史的意義として評価できる。 
